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２）河道の掘削等

自宅周辺の〇〇〇エリアは天然記念物のオジロワシが生息地
であり、河床で発見された化石はヌマタナガスクジラと命名されて
いる貴重な化石も出ている。むやみに河道掘削をすることで、スト
レートに水量を流すことに不安もあります、流域治水の考え方に
はわざとオーバーフローすることで洪水被害が軽減されるケース
もお聞きしています。 河道掘削よりも自然環境への負荷を軽減
する意味でも霞堤・遊水地等の整備の方が望ましいのではないで
しょうか。水田農地の５年問題について国交省から農水省にもっと
働きかけていただきたい、畑への転換で水田のダム機能が失わ
れるマイナス面を農水省の政策によって助長することは間違って
いると思います。よく話し合っていただきたい。
※希少生物の生息地を特定できる情報を含むため、一部不開示

【説明】
雨竜川中流区間の治水対策については、周辺の土地利用状況

や「農地をできるだけ減らさないでほしい」という地域の意向等を
踏まえ、河道掘削による洪水被害の軽減を図る対策が妥当と判
断しております。

なお、河道掘削にあたっては、魚類や鳥類等の生息の場となっ
ているワンド・たまりや水際部、瀬と淵、河畔林、草地環境等の保
全及びサケ、マスやカワヤツメ等をはじめとする魚類の移動の連
続性確保に努めることとし、学識経験者等にご意見をいただきな
がら、実施していくこととしております。

また、流域治水プロジェクトに位置づけられている「水田貯留」の
取組が円滑に推進されるよう、引き続き、農林水産省と連携して
参ります。 P51

住民の方々からのご意見への対応
2.河川整備計画の実施に関する事項 2-1-1 洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項


